
第７回（仮称）はりま新宮小中一貫校開校準備委員会小学校区部会（香島小学校） 

議事録 

 

日時 令和８年１月２０日（火）   

   午後７時から         

場所 香島小学校体育館研修室    

 

１ 開  会 

 

 

 

２ 報  告 

 第９回開校準備委員会の協議内容について【資料１】 

校章デザインの募集結果について事務局から説明 

 

～ 質疑なし ～ 

 

 

３ 議  事 

(１) 小学校の閉校に伴う行事等について【資料２】 

閉校行事に関する市の方針について事務局から説明 

＜質疑応答＞ 

（委員）記念誌は全戸配布するのか。 

（事務局）全戸配布は考えていない。配布する範囲は、式典に来られた方やコミセン、

単位自治会の公民館に配布するほか、卒業生等にも見ていただけるよう市ホームペ

ージに掲載してはどうかと考えている。ただし、顔写真が載ったものをホームペー

ジに載せてもよいかどうかについてはこれから確認していく必要があると考えて

いる。経費がかからず、かつ広く見ていただける工夫をしていきたい。 

（委員）記念誌を図書館や新しい学校の地域交流室に設置してもらうこともよいと思

う。 

（委員）記念誌が欲しい方に購入してもらえばよいのではないか。 

（事務局）他の自治体では、購入してもらっている学校もある。 

（委員）他の校区と足並みを揃える方がよいのではないか。 

（事務局）今日は、校区としての方向性をいったんお聞きして、他の校区の意見も確

認した上で、ある程度バランスを取らせてもらおうと考えている。 

（委員）これまで１００何年続いてきた学校が廃校になるので、区切りとして記念誌



は必要だと考える。 

（部会長）それでは、記念誌は作成する方向で考えたい。 

（委員）式典は、どこまでの方に声をかけるのか。 

（事務局）地域の方全員に呼びかけるのは限界があると思うので、そのあたりはまた

考えていくことになると思う。式典を市で実施する場合はある程度こちらで考えた

範囲に出席を依頼させていただくが、実行委員会等で実施される場合は実行委員会

等でその範囲を検討していただくことになる。 

（委員）式典を市が実施する場合と実行委員会等で実施する場合の違いがイメージし

にくい。 

（事務局）室津小学校では二部制で式典を開催されており、一部は式辞や校旗の返還

など堅いイメージの式典をやっていて、二部では地域の主導で地元の踊りをされて

いて、賑やかな雰囲気であったと思う。 

（部会長）それは市が実施していたのか。 

（事務局）一部は市で、二部は地域でされている。 

（部会長）今回の場合も合同ですることは可能でよいか。 

（事務局）可能である。他の校区でもそのように考えておられる。 

（部会長）香島小学校として最後になるので、厳かに式典をするのも必要だと思うし、

楽しくすることも必要だと思う。 

（事務局）本日は方向性のみお聞かせいただき、最終的には５校区のバランスを取っ

ていきたいと思う。記念誌について、全住民に配布する部数を市で負担することは

無理なので、市が示す上限を参考として発行部数や内容を皆さんで検討していただ

ければと考えている。 

（部会長）式典を二部制として、一部は市で、二部は実行委員会等で考えるという方

向性でよいか。（異議なし） 

（委員）記念誌と記念事業については学校ごとに特色があると思うので、予算面で市

から援助をいただきながら実行委員会等で実施すべきだろうと考える。式典は、全

ての学校を同じ日にすることはないのか。 

（事務局）現時点では、日程が重複しないように調整したいと考えている。全ての校

区で、式典は市で実施してほしいということであれば、式典の内容を統一すること

にして、記念事業に時間を割いていくことにしたい。日程は、地域の方に参加して

いただくことを考えると土曜日・日曜日が候補になる。 

（委員）記念事業は、式典に併せたもののみを指すのか。 

（事務局）通年で実施するものも指すが、市として支援できるところに限りがあるの

で、過大にしすぎると実行委員会等の会計等がパンクしないか懸念される。費用を

かけなくても、一年の行事に冠をつけて実施している例もある。 

（委員）そういう時に写真を撮って、記念誌に載せてもよいと思う。 



（部会長）そのあたりを含めて、記念事業は実施する方向で考えたい。次に、実行委

員会等をどのような委員で構成していくのかを協議したい。 

（委員）宍粟市の例では、実行委員会の中に部会があって、その部会がメインで動い

ているようである。 

（委員）ＰＴＡは、この小学校区部会の委員がＰＴＡ会員に声をかけながら進めてい

きたいと考えている。 

（事務局）他の校区でのよい事例だと思ったのは、校区の卒業生である中学生や高校

生を委員に入れて、子どもたちの意見を取り入れていこうと話をされていた。また、

回覧を回して有志を募ろうかという話もされていた。この小学校区部会の委員を中

心にされるのであれば、委員の皆さんで相談しながら決めていってもらえればと思

う。 

 

 

 

 (２) 「地域交流室」に設置する記念品候補について【資料３】 

記念品設置イメージについて事務局から説明 

＜質疑応答＞ 

（委員）地域交流室の棚・ケースの仕様については安全第一であれば仕様は問わない。 

（委員）地域交流室が今後いろいろな方に使用されると思うので、部屋の使い方によ

って、スクリーンを設置しておいて展示物を隠せるようにしてはどうか。 

（委員）設計が固まっているので、今からそこにブラインドのようなものを設置する

ことは難しい。何か投影するスクリーンは、部屋の中には設置する予定である。 

（委員）３D プリンターで校舎のレプリカが制作できればよいが、そういった話は委

員から龍野北高校に確認する方がよいのか。 

（事務局）事務局で龍野北高校に確認してみる。どういったサイズで、費用がいくら

かなど。もし制作できるのであれば、他の校区も含めて確認する。 

（委員）制服は、実サイズではなく、縮小したものを誰かに作ってもらったものを展

示するイメージでいる。 

 

 

 

４ そ の 他 

 

 

 

５ 閉  会 


